
て つ がくカフ ェ @ せん だい C a f e Phil o d e S e n d a i

書4 回｢ てつがくカフェ PIu $ ｣ を 榊 し蒙す!

｢ < 謝る> っ て何? ｣
『それでも､ 生きてゆく』 という ドラ マ を見て いました,

少女殺人事件の 被害者家族と加害者家族との交流を措 いた ドラ マ
ー

托 そ の中で気になるシ ー ンがあ りました
1 5 年の象月を経て ､ 加害者家族がは じめて被害者家族のもとを訪れる シ ー

ン でれ こ の とき彼らは頭 を下げ､

｢申
し訳ありませんで した｣ と謝ります｡ しかし殺された少女の母親は怒り狂 っ て こう言いました｡

｢ そういうこと じや なくて =

‥ ･ ふ つう被害者 (家族) は < 謝罪 > を要求し
､
また加害者 (家族) に要求され るのは < 謝罪 > をす ることで

はないで しょうか ｡ 確かに < 謝罪 > によ っ て死んだ人が蘇るわけでもなければ､ 過去の過ちが清算されるわけで

もありませんb

しかし確かに私たちは
､
ある場合に誰かに対し< 謝罪 > を要求するのはも っ ともなこ とだと思います し､ また

ある場合には自分か ら< 謝罪> を申し入れることがま っ とうなことだと考えます｡ だか らこそ加害者家族は ｢謝
っ た っ て しょうがない｣ という言い訳を乗り越えて､ 頭を下げに来たの かもしれません｡ では､ なぜ降観は ｢ そ

ういうことじやなくて ! ｣ と叫んだの でしょうれ もちろん金銭を要求 してい るわけでもありませんで した し､

被害者の家族と何も話 したく無か っ たわけでもない ように見えました｡ 母親はとにかく､ 自分が < 謝罪 > とい う

ことで加害者に求めていた のはそういうことではないと言いたか っ たの 耽

2 0 11 年の後半に放映された この ドラ マ に は､ 主人公がある何気ない会話のなかで r そうい えば地虚のときどう

してた ? ｣ と いう台詞を発する場面が あります｡ これによ っ て脚本家は物語に､ < 震災以後> の刻印を押して い

るの だと考えられます｡

そうい えば震災の あと､
< 謝罪 > を要求される人た ちがたくさん いました｡ < 謝罪 > を要求する人たちはそれ

以上にたくさん いたように思い ます｡ そんな時期に放映されたあの ドラ マ の ワ ン シ ー

ン は
､
わた したちが抱く <

謝罪 > に つ い て の素朴な考えを揺さぶ ります｡ 頭を下げ､ ｢申 し訳ない｣ と言うこと､ これが ｢そうい うことじや

ない｣ と したら､ では どうい うこ とが < 謝罪 > であるので しょうか,

< 謝罪 > と いうこ とは､ 何も原発事故や 臥 事件の加害者に のみかかわる話でもありません, ふ つうの 日常を

送 っ て いる人々 でさえ､ < 謝罪 > を迫られたり､ 迫 っ たり､ 自らそれを望んだりします｡ しかしそんなとき ､
私

たちは本当に謝罪をすることができて いるので しょうれ あるいはそもそも､ 謝罪をするとは､ ｢謝る｣ とは い

っ たい何をして いるので しょうれ あれほ ど多くの 人々 が要求 し ･ 要求された < 謝罪 > ですが､ その実私たちは

< 謝罪 > ということに つ いて十分な理解を得て い ると言えるの で しょ うれ

立ち止ま っ て､ ｢謝るJ と い うこ とに つ いて考え直してみてはどうで しょう｡
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テ ー マ : ｢〈謝る〉 っ て何 ? ｣

日時 : 20 13 年 4 月 1 9 日 (金曜日) 1 9 :0 0 ～ 21 00

場所 : 仙台市市民活動サポ ー

トセ ンタ
ー

3 階 研修室 1
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: 綿引周 ( て つ がくカ フ ェ @ せんだい)

参加費 : 無料

事前申込み : 不要 (直接会場にお越しください)

問い合わせ先 : E
･

m 扇I b 皿 血 @ b 払 t 輌 血 (西村まで)
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T ｢ て つ がくカ フ ェ P h さ｣ とは ■

通常のて つ がくカ フ ェ を行い ながら､ 対話の進め方

やテ ー マ の絞り方､ さらには フ ァ シリテ ー シ ョ ン ■

グラフ ィ ッ クの書き方などを参加者どうしで同時進

行的に聞い直す､ メタ ･ ダイア ロ ー グをプラス b l 心)

した ト レ ー

ニ ン グ型の ｢て つ がくカフ ェ ｣ です｡

■お知 らせ■

Q .1 1 以降〉 読書会 ｢震災を読み解くために｣ 始動 します!

まずは
､
ジャ ン = リ ュ ッ ク

･ ナ ン シ ー

著『フク シ マ の後で 破

局 ･ 技術 ･ 民主主剤 を読みすすめて いきます｡ みなさんと

(読み の力〉 を共有した いと考えて い ます｡ 興味の ある方は

是非. ご連絡くださl ㌔




